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日本道路 株式会社
沖縄営業所長 北代 学

会員の皆様こんにちは、当社が、参画して活動
を行っている一例を紹介したいと思います。
那覇市では、まちづくり協働推進課においての

事業で｢校区まちづくり協議会支援事業｣を推進し、
那覇市与儀小学校区まちづくり協議会が平成 23 年
3 月に発足し、小学校区を区域とし、校区内で活
動する自治会を中心に PTA や地域で活動する住
民、企業、団体、組織等がそれぞれの目的や活動
を尊重しあい緩やかに連携･協力しあいながら｢協
議会｣を設立し地域が対応できる課題などを協働に
より解決を図っていくことを目的として行ってい
ます。当事務局は、小学校内に設置し月に数回程
度会議や防犯パトロール、自主防災活動、地域一
斉清掃などの多様な活動を行っており、事業運営
は、① 健康福祉医療部会 ① 子ども部会 ① 環境
美化文化部会の 3 つの部会で部会ごとのテーマに
ついて、活動の方法や目的が提案され協議全体の
事業として活動を展開しています。本協議会の目
的は、与儀地域の住民主体の活動を通じて交流を

道建協会員の皆様、日頃の御仕事御疲れ様です。
沖縄県の大動脈である国道 58 号線は鹿児島県鹿

児島市を起点として那覇市(明治橋)までの路線延
長 864.4 ㎞で全国２位であります。(本島では国頭
村学奥が起点）
ゴーパチやゴッパチなどの通称で呼ばれ、60 代

以上の先輩方は１号線の呼び方が通称だと聞きま
した。私は沖縄県出身アーティスト ＢＩＧＩＮの
歌で初めて知りました。
戦後の米軍統治下で「Highway No.1」 (通称：1

号線)で、当時は緊急時の滑走路としての利用も考
慮された道路で、後に日本返還に伴って「国道 58
号」に名称が変更されました。
弁慶の泣き所と言われている足のスネも県内で

は１号線と呼んでいる方々も多くいますがその理
由も 1 号線が麻痺すると大きな打撃を受けること
から、スネを打つと痛みのあまりに動けなくなる
事からきているそうです。
昨今、道路利用者も増大し、道路形態も変化し

ていく中で道路工事に携わる一員として様々な歴
史の移り変わりや各地域のエピソード等を学んで

深めながら地域の課題に地域が一体となって取り
組み、楽しくつながって安心･安全で住みよいまち
づくりを推進します。
最後になりますが、当会に沖縄しまたて協会よ

り活動事業に関する支援をいただき改めて感謝申
し上げます。

伝えて行きたい。

株式会社 丸政工務店
大城 孝雄（企画･広報委員）

復帰前の写真

復帰後の写真

日本道路株式会社 沖縄営業所の北代です。４
月の異動で、沖縄に赴任し４ヶ月となりました。
沖縄の地理にも慣れて、NAVI に頼ることなく動
けるようになりました。
今回、「会員だより」の寄稿依頼を受け、私自身

のことに触れようかとも考えましたが、ここは私
が沖縄で今、一番拡販したい「工法」をご紹介し
たいと思います。
それは、「リフレッシュシール Mix-H」（以下

RSM-H と呼ぶ）です。RSM-H は、既設舗装を活
用し施工する修繕工法の１種です。 RSM-H は、
「リフレッシュシール Mix」の姉妹工法ですが、
同工法が重交通に対応していない、交差点部に使
用できないなどの課題を改善したものです。

RSM-H は、経年変化でクラックやわだち掘れが
生じている路面を、剥ぎ取り、切削することなく
そのまま活かすことに特徴があります。
特殊改質剤を添加した最大粒径５ mm の加熱アス
ファルト混合物を、既設舗装に平均厚 15mm ～
20mmでオーバーレイします。
通常のアスファルト舗装と同じ機械編成で施工

が可能です。クラック幅が 10mm 以上ある場合や
わだち掘れが 25mm 以上ある場合は下地処理を施
して、RSM-H を舗設します。最大のポイントは特
殊改質剤です。植物繊維を豊富に含んでいること
で、リフレクションクラック抑制効果があります。
耐流動性に優れているので、N6 程度の道路、交

差点部にも適用できます。主骨材は、硬質砂岩を
使用していますので、雨天時に滑ることもありま

せん。また環境
面にも優れてい
ます。タイヤ /路
面騒音を一般的
なアスファルト
舗装と比べて、
７ dB 程度低減
するという報告
もあります。既
設舗装の予防保
全をすることに
より延命化がは
かれ、ライフサ
イクルコストを
抑えることにも
つながります。
ここ 5 年くら

いで、九州だけでも 14 万㎡の実績となり、国土交
通省の実績も増えてきました。沖縄では、1 万㎡
を超える実績ですが、この工法を更に伸ばしてい
きたいと考えております。

道路とふれあい、道路の役割や重要性を改めて
認識し、道路を常に広く、美しく安全に利用して
もらうため国土交通省では毎年８月を「道路ふれ
あい月間」として道路の愛護活動等様々な活動を
を実施しています
その１つである H ２８「道路ふれあい月間」推

進標語が決定しました。
最優秀賞は次の３作品です。

【小学生の部】
「ともだちと げんきいっぱい 歩こうよ」

【中学生の部】
「道きれい そんな所は 人きれい」

【一般の部】
「ありがとう 生きる力を くれる道」

その中から特に好評だった「道きれい そんな所
は 人きれい」が今年度の代表標語に決定されて
います。
選考委員の方から｢クリーンアップに精を出して

いる方々の強い味方にもなりそうです｣とのコメン
トがあったようで、我々、道建協が取り組んでい
る道路美化・清掃活動にも力が湧いてくるようで
す。
毎日、暑い日が続きますが、これからもガンバ

ッテいきましょう。

第 119 回ボランティア活動を 7 月 19 日(火)17 名
の参加で実施しました。
相変わらずの暑さでしたが、体調不良を訴える

者も無く、無事に活動を終えることができました。


